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パナマにおける土器の出現（約 4500〜320014C BP）とその使用法および 

定住度との関係について 

飯塚文枝 （カリフォルニア大学マーセド校） 

１．はじめに 

 本発表では、中米で最古である、パナマのモナグリーヨ土器（約 4500〜3200 14C BP）を

事例に行動論と考古科学の手法を用い、土器出現の技術的・行動的背景を探る。従来、土器

は「新石器化のセット」（Childe 1936）の一部ととらえられていた。すなわち、更新世～完

新世の移行期の気候変動下に、動物の家畜化、植物の栽培化、定住化、磨製石器の使用とほ

ぼ同時期に発生したと考えられていた。しかし世界各地の考証が進むにつれ、土器使用の開

始とその背景が著しく多様で、従前の理論では土器の発生について説明できないことが明

らかとなった。たとえば、ロシア極東と中国では更新世遊動型狩猟採集民によって使われ始

め（Buvit and Terry 2011； Wu et al. 2012）、中東では完新世に栽培化や家畜化より遅れ

て採用され（Zeder 2009）、コロンビアでは兵站的移動型狩猟採集民によって領域権・社会

関係増大を背景に発酵飲料を用いた社会交換の道具として活用され（Oyuela-Caycedo and 

Bonzani 2005; Stahl and Oyuela Caycedo 2007）、メキシコでは特別な栽培植物の普及に

伴いディスプレイや象徴として儀礼的に使われ始めた（Clark and Blake 1994）。土器がど

のような技術や行動と共に出現するのか、その順序とタイミングはどういうものなのか、ど

のように生産、流通、使用されたのか、こうした問いの地域ごとの解明が求められている。 

 

２．パナマ：未解決の問題 
 モナグリーヨ土器はパナマ地峡中部のみで発見されている。先土器時代後期（約 7000 14C 

BP～）に初期の種子（トウモロコシなど）や根菜（キャッサバなど）類の栽培をする焼き畑

農耕が盛んになった。モナグリーヨ土器を使用するようになった初期土器時代に人々は、焼

き畑農耕を中心に(Dickau et al. 2007; Piperno et al. 2000)、狩猟採集と魚介類の調達

も行い生計を立て、平等主義に基づく集落に暮らしていた(Cooke 1995; Cooke and Ranere 

1992)。土器はアスエロ半島東北部の貝塚、太平洋側平野部の岩窟、太平洋側山麓部の岩窟、

太平洋側山岳部とカリブ海側の傾斜地の岩窟で発見されている。器形は主に口唇部の薄い

丸底の鉢と壺で、装飾は大半が無紋で、わずかながら、切り込み装飾や赤いスリップがみら

れる(Cooke 1995; Griggs 2005; Iizuka et al. 2014; Willey and McGimsey 1954)。 

 これまでの研究では、各遺跡周辺の原材料を使って土器作りが行われたと推測されてき

た。粗く素早く作られ地域的に均一だったと解釈され、使用法については、水の貯蔵や食物

処理、または食器として使われたと考えられてきた（Cooke 1995, 2005; Cooke and Ranere 

1992）。しかし、産地同定は行われておらず、技術や機能の解釈も科学的な分析による裏付

けがない。また、土器を使い始めた人々が(1)雨期に内陸部で農耕を行い、乾期に沿岸資源

の調達をしていたのか(2)沿岸と内陸部に定住化した人々が特産資源の交換を行っていた

のか（Cooke 1984, 1995; Cooke and Ranere, 1984; Griggs 2005; Hansell, 1979; Huard 

2013; Peres, 2001; Piperno et al. 1991; Piperno and Pearsall 1998）ということも議

論されてきた。しかし、この疑問を解明する系統だった研究は行われてこなかった。 
 
３．研究の問い 
 本発表ではモナグリーヨ土器の技術と使用、および人々の定住度に関する問題を解決す

る目的から以下の問いを追求したい。 
１． 土器はどこでどのような技術で作られ、どう流通をし、その変異性はどのようなもの

だったのだろうか。 
２． 土器はどのような使用目的でつくられたのか。 
３．モナグリーヨ時代の人々は主に内陸で農耕をし、乾期に沿岸部で漁業や採集を行ってい

たのか、それとも定住し、物々交換していたのだろうか。 
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４. 行動変化と環境の変異性 
 行動：先土器時代後期から初期土器時代への移行期、技術面では、磨製石器、打製石器の

技術が同様で、土器の出現のみが主な変化であった。生計の方法にも目だった変化はない。

遺跡は先土器時代後期から初期土器時代まで連続して使用された形跡があるが数が増加し、

サイズが大きくなった。特に、貝塚の数とサイズが増加した。太平洋側には森林開拓と焼き

畑農地増大による激しい土地劣化の形跡がある（Cooke 2005; Cooke and Ranere 1992; 

Dickau 2010; Piperno et al. 1991; Piperno and Pearsall 1998）。また、カリブ海側の

傾斜地が使用されるようになった。従って先土器時代後期から土器時代への移行の主な変

化は人口が顕著に増加し、土器が加わったことだと言える。 
 モナグリーヨはサポタルより早く使われ始めたが、両貝塚とも最初は海に面し、滞在や居

住には適していなかった。海退し魚介類の調達により適した環境が生まれると、貝塚にある

程度の期間滞在した形跡がみられる。海退がさらに進むと、貝塚は使われなくなった（Cooke 

1984, 1995; Peres 2001）。 
 環境：パナマ地峡中部はアスエロ半島と地峡本土があり、本土中央に山脈が連なる。低地

の平均気温は 26-27°C である。太平洋側は雨季と乾季があり、カリブ海側は乾期も雨量が

多い傾向にある。パリタ湾岸は特にパナマ地峡で最も雨量が低く、乾期は乾燥度が高い。太

平洋側の内陸部は雨量が高くなる傾向にある（Dickau 2005; Griggs 2005; Tosi 1971）。

パリタ湾は乾期に湧昇流が起こる（D’Croz and O’Dea 2007）。太平洋側は、パリタ湾沿岸

平野に肥沃な沖積土が見られる。カリブ海側は酸性土である(Tosi 1971)。地質的には大き

く 2 つに分類される（図１）。1 つはより古いアスエロ半島であり、もう一つは、より新し

い地峡本土である。アスエロ半島には北東部に貫入岩、火山岩、堆積岩が見られる（Buchs 

et al. 2010）。地峡本土にはラ・イェグアダ火山やエル・バジェ火山などの噴出物（Defant 

et al. 1991; Hidalgo et al. 2011）が見られる。このように、地峡中部は地理的、気候条

件的、地質的変異性があるため、遺物の産地同定、および行動の変異性の研究に適している。 
 

５．研究の枠組み 

 行動考古学（Schiffer 1995、2011、2013）の理論によると、原料の調達、製作過程、使

用、流通、処分と、廃棄後の埋没による続成過程に関するライフヒストリーの研究を通じて

初めて、遺物を通した人間の行動形態が解明できる。技術製作者は使用目的を念頭におき、

要求されたパフォーマンスを得るに適した原料と製作工程を選び、製作する。そのため、選

択された原料と製作工程を調べることによって、パフォーマンス（耐熱性等）と使用法（調

理等）が推測でき、製作者の目的とした機能の理解が可能になる。 

 この枠組を使い、原材料をみつけ、製作地を同定することは、現地消費と流通のパターン

の推定を可能にする。そのパターンと行動や環境の変化を照らすことによって、製作者の定

住度も推し量ることができる。また、続成過程を科学的に調べることは、原材料と遺物の持

っていた化学と鉱物組成の再構築を助け、より確かな産地の同定と物質分析を可能にする。

本発表はそのライフヒストリーの理論を主軸として行う。そして、技術の変化と変異性の理

由を解釈するために環境考古学および定住化のプロセスの枠組み(e.g., Aldenderfer 

1989; Binford 1968; Flannery 1969; Kelly 1995; Piperno and Pearsall 1998; Stiner 

and Munro 2011)も取り入れる。モナグリーヨ時代内の時間的変化および空間的変異性を追

求し、土器の発生を説明する。 

 

６． 研究方法 

 サンプル：太平洋岸貝塚（ラ・ムラ・サリグア、モナグリーヨ、サポタル遺跡）、太平洋

側平野部岩窟（アグア・ドゥルセ遺跡）、太平洋側山麓岩窟（クエバ・デ・ロス・ラドロー

ネス、セボヤル遺跡）、カリブ海側傾斜地岩窟（カラベーラス）（図１）から発掘された土器

片を分析した。約 2800点土器片の肉眼観察及び実体顕微鏡観察を通してサイズ、器形、成

形方法、器壁の厚さ、含有物の種類、量と大きさ、装飾の有無と種類、付着物の有無と種類
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等のデータを得た。その中から最も変異性のあるサンプルと土器片の点数を分析の種類に

応じて選び、以下の分析を行った。 

 製作地の同定：偏光顕微鏡を用いた土器の薄片と、遺跡とその周辺の地質ユニットから採

取する粘土の薄片の鉱物と岩石破片の分析と地質図との比較をし、産地を推定した。また、

二次的な鉱物も記録した。ポータブル蛍光エックス線分析(p-XRF)およびレーザーアブレー

ション誘導結合プラズマ質量分析装置(LA-ICP-MS)を使用し化学分析を行った。続成作用の

化学データは土器の切断面にミクロ蛍光 X 線(μ-XRF)を当てることにより得た。鉱物と化

学分析の統計結果を照らし、続成作用による影響を排除し、産地を推測した。 

 製作過程の研究：ゼロラジオグラフィーで撮影された土器の気孔分析と薄片の気孔分析

から成形方法を推測した。土器薄片から混和材の有無、種類と量を調べた。土器の再焼成

（500－1100℃）を行い、電子顕微鏡を使って、焼成温度を推定した。また、ゼロラジオグ

ラフィーに撮影された気孔の量も参考にした。これらの製作過程の結果を同定された産地

ごとに分類し、土器のパフォーマンスおよび意図された使用法を推測した。 
 
７． 結果 
 産地の同定：薄片観察から、土器は大きく３種に分けられた。１つは主に花崗岩の破片か

らなる土器片（タイプ１）である。これはモナグリーヨ遺跡の土器のみで見られた。花崗岩

を含む粘土も遺跡周辺で採取されている。もう１つは斑状岩と、わずかながら貫入岩の破片

を含む火成の砂からなる土器片（タイプ２）である。これは主にサポタル貝塚で発見され、

モナグリーヨ貝塚と太平洋平野部岩窟でもみつかった。サポタル周辺の粘土に類似した砂

を含む粘土が見られた。３つめは火砕流起源の鉱物が主体の土器片（タイプ３）である（図

２）。これは主にセボヤルとラドローネスの太平洋側山麓の岩窟、およびカリブ海側カラベ

ーラス岩窟で発見され、太平洋平野部岩窟（アグア・ドゥルセ）でも見られ、わずかながら、

太平洋岸貝塚でも発見された。パリタ湾北部の平野部、エル・バジェ、およびラ・イェグア

ダ周辺に類似した含有物を含む粘土や砂が見られた。貝塚と太平洋平野部岩窟の土器には

二次的方解石が見られ、カリブ海側傾斜部の岩窟の土器には二次的鉱物であるギブサイト

が見られた(Iizuka 2013, 2016)。P-XRFでは統計的に５グループに別れ、LA-ICP-MSでは２

グループに分かれた。μ-XRF 分析から、特に Ba が太平洋側山麓と平野部の遺跡、Sr と Ca

が太平洋岸と平野部、Pbが太平洋側岩窟と貝塚遺跡の土器片壁面に続成作用が見られた。 
 土器技術：（１）胴部器厚平均値はセボヤル(6.29mm)、が最も低く、サポタル（7.86mm）

が最も高かった。（２）口縁部直径平均値はサポタル(21.2cm)が最も低く、ラドローネス

（28.3cm）が最も高く、差異はわずかだった。（３）成形方法について、どの遺跡も、視覚

分析により主に平塊と小塊を重ねて作られたと推定された。ラジオグラフでも平塊が見ら

れた。薄片分析では粘土を潰し、器壁に圧力を加えるか、もしくは平塊で作られたという結

果がでた。（４）含有物密度のおよその平均はアグア・ドゥルセが最も低く（30-40％）カラ

ベーラスが最も高かった(40-50％)。採取された粘土より、土器含有物は新鮮な傾向があっ

たが、採取された火砕流からなる砂より、風化している傾向があった。混和剤の有無は、自

然なプロセスと人為的なプロセスのどちらも解釈できるという結果だった。（５）焼成温度

については電子顕微鏡での観察によると 650℃程度が最も低く、ラドローネス（n = 1）、ア

グア・ドゥルセ（n = 3）、およびサポタル（n = 1）のサンプルに見られた。950℃～<1050℃

程度が最も高く、サポタル（n = ２）、セボヤル（n = 1）、ラドローネス（n = 5）、カラベ

ーラス（n = 2）で見られた。ラジオグラフの観察からは、サポタルに多孔性の低い土器が

最も少なく（3.1％）、ラドローネスに多孔性が低い土器が最も多い（45.6％）という結果が

得られた。（６）装飾のある土器片の割合は、アグア・ドゥルセが最も高く 10.8％、他の遺

跡は 2.7％から 5％だった。 
 

8. 考察 

 産地と流通：薄片分析結果は、土器がアスエロ半島北東部で２か所、パリタ湾北辺の太平
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洋側山麓部から平野部にかけて１カ所で作られたことを示す。タイプ１はモナグリーヨ遺

跡のみで発見されている。この遺跡は貫入岩ユニットに近いため、遺跡近くで作られたと推

定される。貝塚の形成当初から終わりまで使用された。タイプ２はサポタル遺跡で顕著であ

る。アスエロ半島東部は海流が北方向に流れるため、北東の貫入岩やその周辺に見られる斑

状岩が（Buchs et al. 2010）が周辺で得られたと推定される。貝塚の形成当初から終わり

まで使用された。タイプ３は、太平洋側山麓岩窟に特に顕著に見られ、ラ・イェグアダおよ

びエル・バジェの火砕流堆積物に近いことから、近辺で製作されたと推定される。産地同定

の結果は、採取された粘土や砂からも確認された。P-XRFのグループのうち、３グループは

太平洋側山麓部、２グループはアスエロ半島東北部と一致し、LA-ICP-MSのグループのうち、

各１グループづつ、太平洋側山麓部とアスエロ半島東北部で製作されたと同定された薄片

分析結果と一致した。続成作用について、ギブサイトはカリブ海側の雨量の多さ、方解石は

Ca の多い場所での雨期と乾期の季節性、Ba は個々の地下状況、P は人間活動に起因すると

推定された(Iizuka 2013)。 
 産地同定から以下の流通が推測された。モナグリーヨ遺跡では、初めから終わりまでタイ

プ１が、サポタル遺跡が使用されるようになってからタイプ２も使用されるようになった。

また、貝塚形成期から貝塚が活発に使用された時期までは、わずかにタイプ３も持ち込まれ

ていたことが分かった。サポタル遺跡では周辺で作られたタイプ２の土器が貝塚使用の初

めから終わりまで使われた。貝塚形成期にわずかにタイプ３も持ち込まれた。太平洋側平野

部のアグア・ドゥルセ岩窟では、同程度の数のタイプ２と３が生産地から持ち込まれた。太

平洋側山麓部岩窟のラドローネス遺跡、セボヤル遺跡で見られたタイプ３は、この近辺の生

産地からカリブ海側傾斜地のカラベーラス岩窟へ運ばれた。 
 土器技術：技術分析の結果を、アスエロ半島東北部と太平洋側山麓部の大きく二箇所の産

地ごとに分類すると、（１）胴部器厚平均は、アスエロ産が 8.4mmで太平洋側山麓部産が平

均 7.5mm であり、アスエロ産が厚かった。（２）含有物に関して、アスエロ産も太平洋側山

麓部産も中央値が 35％以上で一様に高い傾向にあった。（３）いずれの産地も成形技術は重

ねた平塊および粒塊であった。（４）焼成温度は、低い温度(650℃程度)はアスエロ産（n = 

4）が太平洋側山麓産（n = 1）に比べて多く、高い温度（950℃～<1050℃程度）は太平洋側

山麓産（n = 5）がアスエロ産(n = 1)に比べて多かった。ラジオグラフに見られる多孔性に

ついて、山麓部産（約 56％）はアスエロ産（約 13％）より低いサンプルが多かった。これ

は山麓部産の方が高い温度で焼かれていることを示した。 
 これらのことから土器に以下の物性や特徴の変異性があることが推定された。全体的に

含有物は砂で、密度が高い傾向にあるため、耐火性が高く熱効率がいい（Schifffer and 

Skibo 1997; West 1992）作りであった。太平洋側山麓部で生産された土器は器壁も薄く特

に熱効率の良さが顕著だった。太平洋側山麓部産はより高温で焼かれていたため、より衝撃

に強く（Schiffer and Skibo 1987; Skibo et al. 1989）、風化しにくい性質があった。ま

た、太平洋側山麓の土器は器壁も薄くより運搬に適していた(Rice 1987)。 
 以上、太平洋側山麓部で作られた土器は耐火性があり熱効率がよく、衝撃性と風化に強く、

軽く、カリブ海側カラベーラス岩窟および太平洋平野部アグア・ドゥルセ岩窟に運搬された。

サポタル遺跡付近で作られた土器およびモナグリーヨ遺跡周辺で作られたアスエロ産の土

器は耐火性があり熱効率は良かったが、サポタル遺跡付近で作られた土器のみ、アグア・ド

ゥルセ岩窟に運搬された。アグア・ドゥルセに運搬された土器はどちらの産地の土器も、他

の遺跡で見つかる土器よりも装飾のある土器の割合が高かった。 
 
９．結論 

 定住化のタイミングについて：モナグリーヨやサポタル遺跡に見られるように、貝塚形成

期当初からアスエロ半島東北部で生産された土器が貝塚に持ち込まれ、使用されたという

ことから、人々は既に土器発生当初からアスエロ半島北東部に定住していたということが

推定された。この結果は、堆積作用により、当時の定住集落が発見されていない可能性を示
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した。この地域で雨期は農耕を行い、乾期は土器作りと魚介類の調達をしていたと推定され

た。 

 使用法について：主に耐火性が高く熱効率の良い土器が使われていた（また、器壁内部に

炭化物の付着した土器片も見られる）ということは、土器が調理目的に作られたと推定され

る。しかし太平洋側山麓で作られた土器には、運搬による衝撃にも風化にも強い物性があり、

これは太平洋側山麓部の土器が、傾斜の多い地域での調理使用に加え、山脈を超えた、より

雨量の多いカリブ海側への運搬と現地での使用、また太平洋側山麓部から平野部への運搬

にも適した機能を目的に作られたためと推測された。一方、アスエロ東北部で製作された土

器は、太平洋側山麓部の土器に比べて、衝撃や風化に弱く、乾燥した平野部での調理使用に

適した機能を目的に作られたためと推定された。 

 モナグリーヨ土器製作者は、太平洋側山麓部産土器に見られるように、手間のかかる堅焼

きのパフォーマンスの選択もしていた。この結果は、物性に無頓着な製作者達が粗い方法で

手っ取り早く土器を作った（Cooke and Ranere 1992）という仮説をサポートしなかった。 

 交換について：土器製作者は、主に平塊を重ねることによって土器を成形していた。実験

考古学は、平塊が簡易な成形のためのパフォーマンスと関連し(Schiffer and Skibo 1987)、

エスノグラフィーやエスノアーケオロジーは、製作者が共通の言語を使うグループに属し

ていた可能性を示す（e.g., Reina and Hill 1978）。後者の可能性を取るなら、土器製作

者は同様の言語グループに属する人々であった。彼らは太平洋側山麓部およびアスエロ半

島東北部の集落に住み太平洋側平野部のアグア・ドゥルセ岩窟に見られるような中間地点

で交換をしていたと推定される。持ち込まれた土器は、いずれの生産地よりも装飾のある土

器片の割合が多かった。また、この岩窟では他の遺跡より、多様な水産資源が持ち込まれ、

消費され、椰子の大量消費も見られるなど（Cooke 1995）、装飾的土器の割合が高いという

特徴を解釈する場合、日常的な生計の手段として使用されたというよりもむしろ、この場が

人々の社会交換の場であった可能性を指摘するのが妥当である。訪問者達は、容器に特産物

を入れ、運搬し、非日常的な意味での社会交換を行っていたと推定される。  

 パナマ地峡中部において土器は著しい人口増加が見られる時代に平等主義に基づく社会

を築く定住農耕民によって、最も沿岸資源の豊富で肥沃な、雨季と乾季の際だった季節性の

あるパリタ湾周辺にて、主に調理使用を目的に作られ始めた。土器技術採用の背景には人口

圧の増加と調理法の変化の必要性が関連したと推定された。 
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ペルー北部高地パコパンパ遺跡の儀礼と社会階層化―土器製作・流通・消費分析から― 

 

総合研究大学院大学 

文化科学研究科 

中川 渚 

 

1. はじめに 

アンデス形成期は土器や公共建造物が出現し、遠距離交易が活発する時期であり、階層化

が始まる社会とされてきた。しかし一方で、各地域や遺跡の具体的な変遷が明らかになるに

つれ、それぞれの異なる社会展開が浮き彫りになってきている。本発表では、2014 年にペ

ルー、パコパンパ遺跡で検出された共食儀礼のコンテクスト（以下儀礼コンテクスト）につ

いて、他のコンテクストの土器分析結果で得られた成果を含めて考察し、すでに遺構の分析

などから得られているパコパンパ遺跡における階層化との関連性について検討する。 

 

2. 研究の背景 

アンデス形成期の研究は、汎アンデス的に分布する様式の背景を解明することから始ま

った。考古学の歴史と並行して、当初はその背景として文化が想定され［Tello 1960 など］、

その後宗教的イデオロギーの拡散、経済流通などが言われるようになったが［Burger 1993 な

ど］、現在の研究動向はデータの増加や研究方法の進展に伴って、個別の地域や遺跡の変遷

を具体的に明らかにする方向へと変化している。そして現在、やはり「汎アンデス的」に言

及されてきた階層化の状況についても、それぞれ異なっていたことが解明されつつある

［Seki 2014］。さらに、近年アンデス形成期の饗宴遺構の報告事例が増加し、そこから階層

化などが論じられているが、それでもなおより浮き彫りになってきているのは、遺跡によっ

て、儀礼が行われた経緯もそこで使われた物も、関連する経済的状況も様々であるというこ

とである［Ikehara and Shibata 2005; 松本 2013 など］。Swenson は饗宴を含めた儀礼の議論

に関して、「考古学者は儀礼の場や痕跡を、ほかの社会政治的な事実の代用品として解釈す

べきでなく、その考察は考古学データのコンテクスト横断的な分析に基盤を置かなければ

ならない」［Swenson 2015:331］、「儀礼は凝縮された形ではなく、質や行動の揺らぎとして説

明されるものであり、それは文化間で異なる」［Swenson 2015:334］と述べており、いわゆる

「儀礼的な」コンテクストだけを機能的に捉えて分析するのではなく、考古学データ全体を

横断しながらその歴史的脈絡に沿って考察することが求められている。またそのように考

察することで、遺跡間での比較をする際にも、本質主義に陥るのではないそれぞれの脈絡を

含めた検討が可能となる。本発表では儀礼コンテクストから出土した土器の分析結果を、す

でに得られている他のコンテクストの土器の分析結果と同じ地平で考察し、そこから儀礼

を切り離されたコンテクストではなく、パコパンパ遺跡での活動全体の中での行為として

見出し、同遺跡の階層化の脈絡を踏まえて検討することを目指す。 



古代アメリカ学会 第 6 回 東日本部会研究懇談会 2015 年 6 月 11 日 

11 

3. 対象遺跡 

パコパンパ遺跡は、ペルー共和国カハマルカ州、標高 2500m に位置する形成期の神殿遺

跡である（図 1、図 2）。2005 年より現在に至るまで、国立民族学博物館とペルー国立サン・

マルコス大学による共同プロジェクトによって、広範囲にわたる発掘調査が実施されてい

る。そのため、同時期の他の遺跡と比較しても屈指のデータが得られている。同遺跡では、

パコパンパ I 期（紀元前 1200 年～紀元前 800 年）、パコパンパ II 期（紀元前 800 年～紀元

前 500 年）の形成期の利用が確認されており（表 1）、パコパンパ II 期前半には「貴婦人の

墓」と呼ばれる金製品を伴い、頭部に朱と藍銅鉱がかけられた女性の埋葬がされる。そして

それ以降も、金・銀製品を始めとする副葬品を伴う墓がつくられた［Seki 2014; 関 2016］。

このように形成期中期から形成期後期にかけての社会階層化の明確な痕跡が認められてい

るほか、建築プロセスを含めたデータからも権力の生成が解明されつつある［Seki 2014; 関 

2016］。同遺跡から出土した土器の総量は 20 トンを超えており、豊富なデータから一遺跡と

してのより詳細に社会的脈絡を見ていくことができる。 

 

    

西暦 形成期編年区分 パコパンパ編年
B.C.2500

   

A.D.

パコパンパI

1200

形成期中期
950

800

形成期後期Ⅰ

カハマルカ地方発展期

550

形成期後期Ⅱ

250
形成期末期

50

パコパンパII

形成期早期

1800

形成期前期
1600

表 1 編年表 図 1 形成期遺跡地図 
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図 2 パコパンパ遺跡全図（Seki 2014:Fig.7-12） 

 

4. 土器の分類 

土器のタイプは、色→表面調整→装飾要素の順に階層化させた分類体系にしたがい、パコ

パンパ I 期で 23 タイプ、パコパンパ II 期で 23 タイプが設定されている。本発表に関係す

るパコパンパ II 期のタイプは以下のとおりである。なお、色の違いを除けば表面調整、装

飾要素は同じである場合が多いため、煩雑さを避けるためにここでは表面調整・装飾要素の

階層でまとめて記述する。 

 

PCII Alisado：土器表面が平滑化されている土器。地の色は褐色、黒、白、赤、薄い赤の場合

がある。赤および薄い赤の場合はスリップがかけられる。装飾はされないか、表側に

貼付文などの比較的単純な装飾がされる。 

PCII Tosco：土器表面が平滑化されているが、ハケ目や調整痕が残っている土器。地の色は

褐色、黒、白、赤、薄い赤の場合がある。赤および薄い赤の場合はスリップがかけら

れる。装飾はされないか、表側に貼付文などの比較的単純な装飾がされる（図 3b）。 

PCII Pulido：表面が磨かれた土器。地の色は黒、赤（スリップ）、白、まれに褐色の場合があ

る。代表的な装飾は刻線やスタンプでつけた円文、圏点文、二重円文である。そのほ

か、刻線やスタンプ、ロッカースタンプ、刺突、モデリングなどを組み合わせて、ヘ

ビの図像やサボテンなどが表現される場合もある。焼成後、刻線内に顔料が充填され

るものもある。また、装飾がない場合もある（図 3 右 f, g, i, j、図 4b, c）。 
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PCII Inciso Fino：細い刻線で、鉢の口縁部下に水平に、幾何文が連続的に描かれる土器。刻

線は粘土が非常に乾いた状態で引かれる。地の色は赤（濃いスリップもしくは顔料）

とごくまれに黒の場合がある（図 3c, d, e、図 4e）。 

PCII Linea Bruñida：平滑面と磨研面のコントラストを用いて、鉢の内側に文様が描かれる土

器。口縁部を磨いた上で、内側全体を使って磨かれた線で幾何文が描かれる。地の色

は黒か褐色、まれに赤の場合がある（図 3h、図 4d）。 

PCII Máscara：浮き彫り、幅の広い刻線、削り取り、刺突などを組み合わせて、神官や神格

化された動物などが表される土器（図 3a、図 4a）。 

Rojo sobre Anaranjado：橙の地に赤色顔料で塗彩もしくは文様が描かれる土器。胎土が非常

に緻密であり、搬入土器と考えられるが、在地で製作されたと考えられる異なる胎土

を持つものもある。 

Gris Pulido：表面が磨かれた土器。地の色は灰色から黒。PCII Pulido と装飾要素は同様であ

るが、胎土が非常に緻密であり、搬入土器と考えられる。 

 

   

 

 

5. 儀礼コンテクストの土器分析結果 

2014 年の発掘調査により、第 3 基壇方形半地下式広場の北側に位置するパティオ東側よ

り、大量の土器が 3 層（古いほうから 6 層、5B 層、5A 層）にわたり集中した状態で検出さ

れた（図 5、6）。このパティオはパコパンパ II 期前半に建設され、改変されながらパコパン

パ II 期を通して利用されたものである。この遺構からの土器の総出土量は約 800kg に上り、

そのうち集中度合いの高い約 103kg 分を分析し、埋土コンテクストと比較した。 

 

図 3 パコパンパ II 期の土器（写真） 

 

図 4 パコパンパ II 期の土器（実測図） 
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分析は破片をタイプおよび器形に分類した上で数量、重量、口縁部数量を記録するもので、

同様の手法を用いて埋土から出土した土器片も分析した。その結果、3 層ともにタイプ、器

形両方で埋土とは明らかに構成比が異なっていた。具体的には、3 層全体で見ると、儀礼コ

ンテクストでは PCII Tosco の大型壺と PCII Linea Bruñida の鉢が多くを占め、PCII Máscara

も埋土に比して多く出土する（図 7）。層ごとに見てみると、パコパンパ II 期前半の 6 層で

は、PCII Pulido が PCII Linea Bruñida とほぼ同量出土しているが、パコパンパ II 期後半の 5B

層、5A 層と時期が下るにつれ、徐々に PCII Pulido が減少して PCII Linea Bruñida が卓越し

ていき、PCII Máscara も増加していく（図 8）。 

 

   

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6

5B

5A

3層間の変化

Alisado Tosco Linea Brunida Pulido その他 PCI

図 5 儀礼遺構の検出箇所 
©Proyecto Arqueológico Pacopampa 図 6 検出状況（Juan Pablo Villanueva 撮影） 

図 7 タイプ構成比の比較（口縁部） 図 8  3 層間の変化（口縁部） 
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6. 土器製作・流通・消費からの考察 

パコパンパ遺跡から出土した土器の混和材分析によって、ほぼすべての土器タイプがパ

コパンパ I 期、パコパンパ II 期を通じてパコパンパ遺跡周辺で製作されていた可能性が高

いことがわかっている。儀礼コンテクストの土器も、これらの土器と同様の混和材の特徴が

見られ、同じく周辺で製作されていたものと考えられる。一方で埋土と儀礼コンテクストの

タイプ・器形構成比の違いは、その背後にある製作・消費行動の違いから生じていると考え

られる。埋土のデータをおおよそ通常製作していた土器の構成比と考えるならば、儀礼で必

要とされた土器はその構成比とは異なっていた。つまり、通常と同じ製作方法を用いながら

も、儀礼に用いる目的で新たに必要な土器を製作したことが示唆されるのである。また、同

遺跡で出土する PCII Máscara は、動物や神格化された猫科動物の図像が表される土器であ

るが、5B 層で冠をかぶり顔に装飾を施した人物が表現されたものが見つかっており、儀礼

と関係する動物を土器に表現するとともに、神官もまた神聖視され表現されるようになっ

たものと思われる。 

土器の流通に関しては、搬入土器と考えられる Rojo sobre Anaranjado、Gris Pulido の 2 つ

の土器タイプがいずれも儀礼コンテクストからは全く見つかっていない。そもそもこの 2 タ

イプは遺跡全体で見ても出土量が非常に少なく、少なくとも形成期のパコパンパ遺跡では、

土器そのものが外から入ってくるような形での交易はほとんどされていなかったと考えら

れる。そしてそれは儀礼の際でも同様であったようである。 

PCII Pulido は、形成期後期に広範囲に広まったとされる様式の特徴を有するタイプであ

る。墓の副葬品として用いることが多く、土器を副葬品として持つ 19 基の墓のうち 10 基

の墓で供えられている（PCII Linea Bruñida は 5 基）。儀礼コンテクストでは、この土器が時

期を下るにつれ減少しており、この土器が儀礼を重ねながら神官に所有されるものとして

変化していった可能性が考えられる。副葬品には PCII Alisado が共に供えられることも多い

が（9 基。うち単独で供えられるのは 2 基）、うち 1 つの壺内面にこびりついた炭化物から

はトウモロコシが検出されており［Vásquez and Tham 2015］、埋葬儀礼の際に飲食を伴い、

そのときに使用された土器が副葬されたと考えられる。儀礼コンテクストから出土した同

タイプの土器からも、トウモロコシおよびジャガイモが検出されている。 

 

7. まとめ 

土器分析からは、儀礼コンテクストの土器タイプ・器形の構成比が、通常作っていたと想

定されるものとは大きく異なることが明らかとなった。同コンテクストの獣骨の分析から

は、遺跡周辺あるいはその交易圏から調達できる生息地の異なる動物を、儀礼にあわせて集

め、神殿に搬入されるよう計画されていたという考察が得られている［鵜澤 2016］。そして

土器はやはり儀礼にあわせ、儀礼に必要なものを遺跡周辺で作っていたことが明らかにな

った。パティオの周辺では 40 以上の埋葬が確認されており［関 2016］、土器の副葬品を持

つ墓 19 基のうちでも、15 基がパティオ周辺に位置している。金銀製品などの副葬がされる
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ことを見ても、これらの埋葬が神官階層のものであると考えられ、儀礼が埋葬と関連して行

われた可能性も高い。神官の階層性は 5B の儀礼の時点でより強固になり、儀礼を重ねるご

とにその傾向も強まっていったと考えられる。 
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